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■
は
じ
め
に

最
近
ア
ジ
ア
上
場
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
、問

合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
り
し

も
八
月
六
日
に
、パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
を
全
国
展
開
す
る

業
界
最
大
手
の
ダ
イ
ナ
ム
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が
香
港
証
券
取
引
所
に
上
場
し
た
こ
と
は
、日
本
企

業
の
海
外
上
場
に
対
す
る
興
味
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

ダ
イ
ナ
ム
の
営
業
範
囲
は
日
本
に
留
ま
り
、
今
回
の
香

港
上
場
で
調
達
し
た
資
金
は
、今
後
三
年
間
に
日
本
国

内
で
店
舗
を
新
設
す
る
計
画
に
充
て
る
と
し
、海
外
へ

の
投
資
は
予
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、ア
ジ
ア
上
場
を
め
ざ
し
た
日
本
企
業
に

は
、チ
ャ
イ
ナ
ス
ト
ー
リ
ー
や
東
南
ア
ジ
ア
で
の
事
業

展
開
な
ど
、ア
ジ
ア
で
の
知
名
度
や
成
功
実
績
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
に
日

本
企
業
で
初
め
て
香
港
証
券
取
引
所
で
セ
カ
ン
ダ
リ
ー

上
場
を
果
た
し
た
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
上

場
前
に
ア
ジ
ア
へ
の
投
資
事
業
を
行
っ
て
お
り
、ア
ジ

ア
で
の
資
金
需
要
、
上
場
後
の
成
長
に
つ
い
て
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
描
け
て
い
た
。
ア
ジ
ア
で
事
業
展
開
が
な

い
た
め
、
上
場
後
の
資
金
需
要
や
ア
ジ
ア
で
の
成
長
性

を
投
資
家
や
引
受
証
券
に
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、上
場

が
叶
わ
な
い
企
業
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
の
ダ
イ
ナ
ム

の
上
場
は
、ア
ジ
ア
で
の
事
業
展
開
が
な
く
と
も
、
日

本
で
の
十
分
な
企
業
規
模
や
成
長
性
の
み
を
も
っ
て
ア

ジ
ア
上
場
を
可
能
に
し
た
実
例
と
な
っ
た
。
し
か
も
ダ

イ
ナ
ム
の
資
金
調
達
額
は
、一
八
〇
億
円
程
度
と
魅
力

的
な
数
字
と
な
り
、よ
り
多
く
の
企
業
に
ア
ジ
ア
上
場

の
必
要
性
と
可
能
性
を
検
討
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
で
は
、日
本
企
業
に
ア
ジ
ア
上
場

は
必
要
あ
る
い
は
実
現
可
能
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
？

■
ア
ジ
ア
上
場
の
必
要
性

消
費
市
場
と
し
て
の
ア
ジ
ア

近
年
の
日
本
企
業
の
ア
ジ
ア
進
出
意
図
は
、製
造
拠

点
に
加
え
、
本
社
機
能
移
転
、優
秀
な
人
材
獲
得
お
よ

び
消
費
市
場
拡
大
と
多
様
性
を
帯
び
て
い
る
。
業
種
も

製
造
業
に
加
え
、小
売・サ
ー
ビ
ス・
外
食
産
業
と
製
造

拠
点
か
ら
消
費
市
場
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア

で
の
さ
ら
な
る
成
長
や
信
用
力
の
強
化
を
め
ざ
す
日
本

企
業
に
と
っ
て
、
現
地
通
貨
で
の
資
金
調
達
、
ブ
ラ
ン

ド
価
値・
信
頼
性
の
向
上
、
優
秀
な
人
材
の
獲
得
の
た

め
の
ア
ジ
ア
上
場
は
必
然
的
に
戦
略
の
一
つ
と
な
る
。

ア
ジ
ア
の
取
引
所
の
潜
在
的
成
長
性

国
際
取
引
所
連
盟
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
、世
界
の
取
引
所

の
二
〇一〇
年
末
の
時
価
総
額
合
計
は
約
五
四
兆
八
千
億

米
ド
ル
で
あ
り
、前
年
度
比
較
で
一五・一％
の
増
加
と
な
る
。

地
域
別
で
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
、南
北
ア
メ
リ
カ
地

域
、欧
州
ア
フ
リ
カ・中
東
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇・二
％
、

一
七・一％
、七・二
％
と
増
加
し
て
お
り
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
が
成
長
を
牽
引
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、

上
場
企
業
数
の
推
移
に
つ
い
て
も
、二
〇
〇
八
年
か
ら

二
〇
一一
年
に
か
け
て
、他
の
地
域
は
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
の
に
対
し
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
五・五
％
の
伸
び
を

示
す
。
こ
の
上
場
企
業
数
の
伸
び
に
東
証
は
寄
与
し
て
い

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、東
証
は
未
だ
ア
ジ
ア
で
最
大
の
取
引

所
で
あ
る
が
、他
の
取
引
所
は
こ
れ
に
追
い
つ
く
勢
い
の

成
長
ぶ
り
を
示
す
。
現
に
、香
港
証
券
取
引
所
の
年
間
Ｉ

Ｐ
Ｏ
資
金
調
達
総
額
は
東
証
を
上
回
る
。
ア
ジ
ア
の
取
引

所
の
め
ざ
ま
し
い
成
長
は
、日
本
企
業
の
自
己
資
本
調
達

先
を
ア
ジ
ア
へ
向
か
わ
せ
る
理
由
の
一つ
と
な
っ
て
い
る
。

■
ア
ジ
ア
上
場
へ
の
実
現
可
能
性

ア
ジ
ア
上
場
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、実
現
可
能
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。ア
ジ
ア
上
場
に
は
、多
く
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
や
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、そ
れ
を

可
能
に
も
し
て
い
る
要
因
を
こ
こ
で
考
え
た
い
。
な
お
、

左
記
図
表
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
企
業
の
ア
ジ
ア
上
場
の

必
要
性
と
実
現
可
能
性
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❶
外
国
企
業
誘
致
策

一つ
目
は
、外
国
企
業
誘
致
策
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に

香
港
証
券
取
引
所
が
上
場
企
業
の
登
記
国
と
し
て
日
本
、

英
国
、独
国
、ブ
ラ
ジ
ル
を
容
認
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
証
券
取
引
所
は
昔
か
ら
多
く
の
外
国
籍
企
業
が
上
場

し
て
お
り
、台
湾
証
券
取
引
所
は
外
国
企
業
に
対
し
て
無

額
面
株
式
の
発
行
を
認
可
し
、韓
国
証
券
取
引
所
は
既

に
数
社
の
日
系
企
業
を
上
場
さ
せ
る
な
ど
日
本
企
業
の

上
場
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い
る
。
な
お
、上
海・深
圳
の
取

引
所
は
、現
在
外
国
籍
企
業
に
門
戸
を
開
い
て
い
な
い
。

❷
内
部
統
制
制
度
の
導
入

二
つ
目
は
、ア
ジ
ア
の
取
引
所
の
信
頼
性
の
向
上
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ジ
ア
の
取
引
所
も
内
部
統
制
制
度
等

が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ア
ジ
ア
上
場
は
企
業
に

信
用
力
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、日
本

で
は
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
内
部
統
制
制
度
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、
当
該
制
度
は
海
外
上
場
で
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
に
は
な
ら
な
い
。

❸
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
整
備

三
つ
目
は
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
整
備
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の

取
引
所
の
開
示
書
類
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
作
成
可
能
、ま
た

は
作
成
す
べ
き
方
向
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
既
に
現

在
任
意
適
用
期
間
で
あ
り
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
へ
の
理
解
は
浸

透
し
つ
つ
あ
る
。
専
門
家
の
支
援
も
受
け
や
す
く
、Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
の
開
示
準
備
中
の
企
業
は
多
い
。
上
場
に
必

要
な
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
財
務
諸
表
が
準
備
で
き
れ
ば
、ア
ジ

ア
上
場
の
ハ
ー
ド
ル
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。

❹
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
と
外
部
の
専
門
家

四
つ
目
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
外
部
の
専
門
家
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
の
上
場
申
請
書
類
等
は
、英
語
ま
た
は
現

地
語
で
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
社
員
の
英

語
教
育
、ア
ジ
ア
の
優
秀
な
学
生
の
雇
用
等
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成・
獲
得
に
積
極
的
な
企
業
は
も
ち
ろ

ん
、
海
外
上
場
申
請
書
類
の
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
等
、
外
部

の
専
門
家
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、申
請
書

類
を
外
国
語
で
準
備
す
る
こ
と
は
、さ
ほ
ど
難
し
い
こ

と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

■
お
わ
り
に

ア
ジ
ア
の
取
引
所
の
目
覚
ま
し
い
成
長
は
、
東
証
に

も
刺
激
を
与
え
て
い
る
。
東
証
は
二
〇
一
一
年
三
月
に

中
期
経
営
計
画
を
公
表
し
、二
〇
一
三
年
度
以
降
、
年

間
六
〇
社
以
上
の
新
規
上
場
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

営
業
本
部
や
Ｉ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、上
場
基
準

の
見
直
し
、
審
査
手
続
き
の
合
理
化
、Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
関
す

る
情
報
発
信
強
化
、外
国
企
業
の
開
示
書
類
の
英
語
の

容
認
等
、積
極
的
な
企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
に
対
抗
し
た
東
証
の
施
策
、
各
取
引
所
の
合

併
な
ど
、
取
引
所
間
の
競
争
は
、よ
り
最
適
な
財
務
政

策
を
企
業
に
提
供
す
る
。
経
営
戦
略
に
ふ
さ
わ
し
い
資

金
調
達
が
で
き
る
場
所
が
世
界
中
に
あ
る
こ
と
を
、
企

業
は
知
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

日
本
企
業
の
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
要
求
に
対
応

で
き
る
体
制
を
作
る
た
め
、当
法
人
も
本
年
二
月
に
ア

ジ
ア
上
場
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
た
。
当
専
門
チ
ー
ム
に
は
現
地
の
生
の
実
情
に
通
じ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
専
門
家
を
日
本
と
ア
ジ
ア
現
地
に
配

置
し
、
協
働
し
て
、ア
ジ
ア
上
場
を
め
ざ
す
日
本
企
業

の
要
望
に
応
じ
た
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

取引所 東京証券取引所 台湾証券取引所 韓国証券取引所 シンガポール
証券取引所 香港証券取引所 上海・深圳証券取引所

会計基準

原 則 JGAAP（ 米国
証券市場上場企業は
US-GAAPも可）

2012年度までは台湾
会計基準。2013年度
よりIFRS（2010年12
月31日以前に効力が
生じたもの）

IFRS（2011年から上
場 企 業 はIFRSを 適
用することが義務化、
US-GAAPも可）

シンガポールGAAP、
US-GAAP、IFRS

HK-GAAPまたはIFRS
（US-GAAPも可）。
セカンダリー上場の場
合、一定の条件のもと
他のGAAPも許容され
る場合もあり

新中国会計基準

開示言語 日本語 中国語 韓国語 英語 英語および中国語 中国語

内部統制制度

【上場申請時】
内部統制監査は不要
【上場後】
内部統制監査とその報
告書が必要

【上場申請時】
内部統制監査とその報
告書が必要
【上場後】
内部統制監査は不要。
ただし、当局は、必要
に応じて、内部統制報
告書の提出を求めるこ
とができる

【上場申請時】と
【上場後】
経営者による内部統制
報告書の作成と外部
監査人のレビューが必
要（2011年11月に上
場規定の改正による）

【上場申請時】と
【上場後】
内部統制監査は不要。
ただし、プライマリー
の場合には、上場申請
時に監査人による内部
統制に関する報告書が
必要

【上場申請時】と
【上場後】
内部統制監査は不要。
ただし、香港会社法や
香港証券取引所の上
場規則遵守のための
社内体制の構築は必
要

【上場申請時】と
【上場後】
経営者による内部統制
報告書の作成と外部
監査人のレビューが必
要

●各証券取引所における会計基準と内部統制制度	


